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§１．研究成果の概要 

 

誘電体・弾性体におけるトポロジカル欠陥の 3 次元へテロ構造を非破壊かつ高い時空間分解能

で観察するためには、波長変換を行うことが可能な高繰り返し周波数のレーザーを用いたシステム

が必要不可欠である。2020 年度は前年度に導入したレーザーを用いた光第 2 高調波顕微鏡シス

テムの構築を行った。xy,z 自動ステージを導入することにより試料を走査することで 3 次元画像を

構築することができるほか、高時間分解能を目指し高速スキャナを導入した。また、薄膜試料など

測定対象を広げるために、透過型システムと反射型システムの 2 つの光学系を 1 つの顕微システ

ムに組み込んだ。Python を用いてプログラムを作成し、試料位置・高速スキャナ・検出器を制御可

能にした。標準試料を用いて 2 次元・3 次元測定を行うことが可能なことを確認した。一方で、トポロ

ジカル欠陥がもつ対称性を決定するためには、非線形光学効果の偏光方向依存性を測定するこ

とが不可欠であるが、これに関してはいくつかの問題が見つかった。構築したシステムでは透過型

および反射型 2 つの光路を有しているため、当初想定していたよりも光路が複雑になり、多くのミラ

ーを用いることになった。これらのミラーに対して異なる偏光方向の光を入射させると、特定の偏光

方向において反射率が著しく低くなることが分かった。この効果は特に反射型の光路において顕

著であった。そこで、光の偏光方向を対物レンズのなるべく近くにおいて変化させ、反射率の偏光

依存性の影響がなるべく出ないように工夫を行った。 

新しい顕微システムの構築を行う一方で、既存のシステムを用いて反強誘電体におけるトポロジ

カル欠陥である反位相境界に着目をし、実験を行った。また、モンテカルロシミュレーションを行い、

実験結果との比較を行った。 
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